
 

 

 

 

 

      

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

先
月
の
立
春
を
過
ぎ
て
よ
り
、
よ
う
や
く
、
寒
さ
も

和
ら
ぎ
、
春
光
次
第
に
地
に
満
ち
て
、
日
増
し
に
暖
か

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◇ 

三
月
は
、「
弥
生
（
や
よ
い
）」 

で
す
。 

古
来
か
ら
「
木
草
弥
生
（
き
く
さ
い
や
よ
い
）」

茂
る
月
、
つ
ま
り
草
木
の
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月
の

意
味
で
、
つ
ま
っ
て
「
や
よ
い
」
と
な
っ
た
と
い
う

説
が
有
力
で
す
。 

ま
た
こ
の
月
は
、「
桃
の
節
句

（
せ
っ
く
）」、
ひ
な
人
形
を
飾
っ
て
女
の
子
の
成
長

と
幸
せ
を
願
う
行
事
、「
ひ
な
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま

す
よ
ね
。 

実
は
ひ
な
祭
り
は
、
身
の
穢
れ
を
祓
う

行
事
で
し
た
。 

三
月
に
入
っ
て
初
め
て
の
巳
（
み
）

の
日
に
川
や
海
で
禊
（
み
そ
ぎ
）
を
行
い
、
酒
を
酌

交
わ
し
て
災
厄
（
さ
い
や
く
）
を
祓
う
と
い
う
、
古

来
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
上
巳
（
じ
ょ
う
し
）
の
祓

い
が
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

宮
中
で
は
三
月
の
巳
の
日
に
、
天
皇
陛
下

の
大
御
体
（
お
お
み
ま
）、
お
体
を
人
形
で
撫
で
て

厄
を
移
し
、
お
祓
い
を
す
る
行
事
と
な
り
、
平
安
時

代
に
は
貴
族
の
間
に
も
広
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
祓 

      

（
は
ら
）
い
に
使
わ
れ
た
素
朴
な
人
形
が
、
雛
（
ひ

な
）
人
形
の
原
形
（
げ
ん
け
い
）
な
の
で
す
ね
。 

 

◇
外
清
浄
（
げ
し
ょ
う
じ
ょ
う
）
と
内
清
浄
（
な
い

し
ょ
う
じ
ょ
う
）、
一
体
な
ん
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

神
社
神
道
は
、
現
在
の
生
き
方
、
自
分
の
生
き
様

と
い
う
も
の
を
重
視
し
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
先

月
号
に
も
記
載
し
ま
し
た
が
、「
死
」
と
い
う
逃
（
の

が
）
れ
る
事
の
出
来
な
い
恐
怖
を
意
識
し
、
世
代
交

代
、
生
命
の
連
続
を
前
提
と
し
た
生
き
方
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
情
報
が
氾
濫
（
は
ん

ら
ん
）
し
、
人
の
価
値
感
が
多
様
化
す
る
と
、
規
範

意
識
（
き
は
ん
い
し
き
）
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

大
自
然
の
営
み
に
感
謝
す
る
素
朴
な
気
持
ち
や

全
て
の
事
象
や
物
事
に
も
神
の
恵
み
が
あ
る
の
だ

と
い
う
、
神
性
を
認
め
る
と
い
う
崇
高
（
す
う
こ
う
）

な
る
精
神
、
さ
ら
に
は
、
他
者
を
尊
敬
す
る
謙
虚
な

姿
勢
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

ま
さ
し
く
、

「
心
の
浄
化
装
置
（
じ
ょ
う
か
そ
う
ち
）」
が
正
し

く
作
動
し
な
く
な
り
、
現
在
の
生
き
方
や
生
き
様
を

省
（
か
え
り
）
み
て
、
前
向
き
な
姿
勢
を
忘
れ
て
し

ま
う
の
で
す
ね
。 

鳥
居
（
と
り
い
）
を
く
ぐ
り
、

手
水
（
て
み
ず
）
で
、
身
を
そ
そ
ぎ
、
身
体
を
清
め

て
、
神
前
に
額
（
ぬ
か
）
ず
く
、
こ
れ
が
、「
外
清

浄
（
げ
し
ょ
う
じ
ょ
う
）」
で
あ
り
ま
す
。 

神
前

（
し
ん
ぜ
ん
）
に
向
か
い
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を

見
極
め
正
し
、
心
を
ま
っ
さ
ら
に
清
め
る
、
こ
れ
が

「
内
清
浄
（
な
い
し
ょ
う
じ
ょ
う
）」
で
す
。 

実

は
、「
身
（
し
ん
）」
は
、
現
在
を
意
味
し
、「
身
（
み
）」

を
清
め
る
、
こ
れ
が
「
外
清
浄
」
で
す
。
そ
し
て
、

心
の
浄
化
装
置
が
正
し
く
作
動
さ
れ
る
よ
う
、
自
分

の
心
を
見
つ
め
直
し
、
未
来
を
意
味
す
る
「
新
（
し

ん
）」、
新
し
い
自
分
を
誓
う
事
が
、「
内
清
浄
」
な

の
で
す
。 

ま
さ
し
く
、
神
棚
を
拝
し
、
御
先
祖
様

に
額
ず
く
と
い
う
、
敬
神
崇
祖
（
け
い
し
ん
す
う
そ
）

の
生
活
こ
そ
が
、「
外
清
浄
、
内
清
浄
」
で
あ
り
、

「
心
身
（
し
ん
し
ん
）」
と
も
に
清
め
ら
れ
、
新
し

い
明
日
を
切
り
開
い
て
い
く
力
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

 

◇
明
日
が
、
ひ
な
祭
り
で
す
ね
。 

私
事
で
大
変
恐

縮
で
す
が
、
柴
田
家
に
婿
入
り
と
い
う
事
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
の
が
、
平
成
元
年
三
月
三
日
の
事
で
し
た
。 

今
年
で
結
婚
二
十
二
年
目
に
な
り
ま
す
。 

し
か
も
、

私
は
、
神
職
の
正
装
で
あ
る
正
服
、
衣
冠
を
着
け
、

妻
は
十
二
単
衣
（
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え
）
で
あ
り
、
ま

さ
に
「
ひ
な
祭
り
」
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
に
と
っ
て
の
彦
島
八
幡
宮
の
出
発
点
が
、「
桃

の
節
句
」
で
、
し
か
も
、
明
日
は
、「
巳
の
日
」
で
、

「
上
巳
の
祓
い
」
を
行
う
日
と
も
重
な
る
の
で
す
。 
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室
町
時
代
の
能
楽
者
（
の
う
が
く
し
ゃ
）
の
世
阿
弥

（
ぜ
あ
み
）
は
、「
花
鏡
（
は
な
か
が
み
）」
で
、「
初

心
（
し
ょ
し
ん
）
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
残

し
、
能
を
学
ぶ
弟
子
へ
の
教
え
と
し
ま
し
た
。 

「
是

非
（
ぜ
ひ
）
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」「
時
々
（
と
き
ど

き
）
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」「
老
後
（
ろ
う
ご
）
初
心

忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
三
か
条
が
掲
（
か
か
）
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

「
是
非
」
と
は
、
若
年
（
じ
ゃ
く
ね
ん
）

の
頃
、「
時
々
」
と
は
、
修
行
の
段
階
に
応
じ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
で
、「
老
後
」
と
は
、
老
境
（
ろ
う
き
ょ

う
）
に
入
っ
た
時
の
事
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に

お
い
て
、
初
心
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
生
涯
（
し
ょ
う
が

い
）、
芸
の
水
準
が
下
が
る
事
は
な
い
と
い
う
教
え
で

す
。 

心
の
浄
化
装
置
が
正
し
く
作
動
す
る
と
、「
初

心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
を
取
り
戻
す

こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

二
十
二
年
前
の
頃
の
未
熟
さ
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
ひ
た

む
き
さ
、
謙
虚
さ
で
あ
る
「
初
心
」
を
忘
れ
ず
に
、
常

に
、「
外
清
浄
、
内
清
浄
」
を
怠
ら
ず
、
健
全
な
る
神

社
運
営
に
努
力
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

今
後
と
も
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
導
き
く
だ
さ
い
。 

 

◇
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 

 

▼
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
の
集
い
の
会
参
拝 

 
 

＊
二
月
五
日 

 

 

▼
岡
山
県
八
幡
会
参
拝 

＊
二
月
九
日 

 

▼
紀
元
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
地
区
大
会 

 
 

＊
二
月
十
三
日 

 

 

▼
祈
年
祭 

▽
本
宮 

＊
二
月
十
七
日 

 
 

▽
六
連
島
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
五
日 

▽
田
の
首
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
七
日 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 

※
小
豆
（
あ
ず
き
）
粥
を
頂
き
ま
し
た 

▼
先
々
代
宮
司
（
十
九
代
）
命
日
祭
＊
二
月
二
十
七
日 

 
 

上
：
節
分
祭 

下
：
Ｒ
Ｃ
Ｃ
地
区
大
会 

 
 
 

 
◇
三
月
の
行
事
予
定 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
三
月
十
日 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 
＊
三
月
十
五
日 

▼
神
道
会
第
四
十
回
祖
霊
祭 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

◇
三
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等 

 

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
勉
強
例
会 

＊
三
月
十
五
日 

 
 

◇
神
道
会
第
二
十
回
定
時
総
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

    

◇
神
社
庁
神
宮
大
麻
推
進
委
員
会
＊
三
月
九
日 

 
 

◇
下
関
支
部
皇
居
勤
労
奉
仕
結
団
式 

＊
三
月
十
三
日 

 
 

◇
神
社
庁
役
員
会
、
合
祀
祭 

＊
三
月
二
十
三
日 

 
 

◇
神
社
庁
神
職
大
会 

＊
三
月
二
十
四
日 

 
 

◇
下
関
支
部
研
修
会 

＊
三
月
二
十
五
日 

 
 

◇
下
関
支
部
施
設
慰
問 

＊
三
月
三
十
一
日 

▼
カ
モ
ン
Ｆ
Ｍ
に
生
出
演 

＊
三
月
七
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

 
 

三
月
二
日
、
二
十
三
日
、
三
十
日 

 
 

◇
合
同
例
会 

三
月
七
日
、
十
八
日 

 

▼
講
演
活
動 

◇
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
講
話 

 

＊
三
月
四
日 

◇
阿
川
八
幡
宮
（
豊
北
町
） 

＊
三
月
六
日 

▼
講
演
研
修 

＊
三
月
三
十
日
、
神
社
庁 

 

▼
教
誨
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

＊
三
月
十
四
日
（
集
合
男
子
）、
二
十
八
日
（
集
合
女
子
） 

 

▼
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

◇
東
京
第
一
ホ
テ
ル
、
午
前
六
時
よ
り
一
時
間 

 
 
 

＊
三
月
二
日
、
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日 

 

▼
そ
の
他 

◇
西
山
小 

学
校
評
議
員
会 

＊
三
月
四
日 

◇
南
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
登
校
指
導 

＊
三
月
四
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
三
月
九
日 

◇
玄
洋
中 

学
校
評
議
員
会 

＊
三
月
十
八
日 


